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〉
〃
こ
て
↓
き
し
丈

近
年
、
タ
コ
あ
げ
を
す
る
ｆ
ど
も
』
砂

た
こ
と
か
ら
、
中
央
公
民
館
で
、
夕
「
一

を
行
い
、
ｎ
分
で
作
っ
た
タ
コ
を
飛
一》

フ

と
タ
コ
あ
げ
大
会
を
開
催
し
た
の
で

大
嘘
況
。

こ
の
、
の
筑
分
を
い
つ
ま
で
も
忘
拘
一

の
風
物
詩
”
タ
コ
あ
げ
“
を
守
っ
て
ｈ
一

で
す
。 今

川
一
川
、
金
木
町
中
央
公
民
館
前
広
場
で
、
第
一

川
金
木
町
タ
ゴ
あ
げ
大
会
が
附
か
れ
ま
し
た
。
大
会

に
は
町
内
外
か
ら
約
↑
〃
人
の
愛
好
満
が
惨
川
Ｌ
ｒ

ジ
ャ
ン
ボ
津
幡
ダ
コ
（
し
十
枚
ダ
コ
）
｜
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
ｆ
作
り
ダ
コ
ま
で
約
百
宝
卜
枚
の
タ
コ
が
次

々
と
人
空
術
く
塀
い
止
が
り
、
兄
物
大
か
ら
柏
乎
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。
一一

職
賑
礁
謹
遜

大
空
へ
舞
い
上
が
れ

心

第
一
回
タ
コ
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今
月
十
日
、

金
木
町
中
央
公

民
館
で
、
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ

千
日
達
成
記
念

町
民
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
で
は
、

昭
和
五
十
三
年

六
月
十
一
日
に

死
亡
事
故
が
あ

っ
て
か
ら
、
死
亡

班
故
ゼ
ロ
を
更
新
し
て
お
り
今

月
八
日
で
千
日
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
内
で
も
九
番
目
の
記

死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
達
成

記
念
町
民
大
会
を
開
催

新
議
長
に

秋
元
武
治
氏
就
任

録
（
一
番
は
佐
井
村
の
三
千
二

百
十
九
日
）
で
す
。

大
会
前
に
行
わ
れ
た
記
念
パ

今
月
十
一
日
召
集
の
第
九

十
五
Ｍ
町
議
会
定
例
会
で
、

今
久
米
雄
氏
が
健
康
上
の
理

由
に
よ
り
議
長
職
を
辞
任
、

新
議
長
に
秋
元
武
治
氏
が
就

任
し
ま
し
た
。

●

レ
ー
ド
に
は
、
県
警
音
楽
隊
を

先
頭
に
町
民
二
百
人
が
参
加
。

大
会
の
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。

記
念
大
会
に
は
五
百
人
が
参

加
。
開
会
の
こ
と
ば
を
沢
田
助

役
が
述
べ
、
黙
と
う
、
達
成
期

日
発
表
に
つ
づ
い
て
、
千
日
達

成
記
念
ダ
ル
マ
に
田
中
町
長
が

目
玉
を
入
れ
、
大
会
を
一
層
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
田

中
町
長
が
「
交
通
死
亡
砺
故
ゼ
ロ

町
営
住
宅
を
建
設

工
事
費
一
億
二
千
九
百
万
円

で
大
東
ヶ
丘
通
り
に
、
第
二
種

簡
易
住
宅
建
て
を
二
十
戸
建
設

し
、
五
十
五
年
十
一
月
に
完
成
。

本
年
一
月
末
よ
り
入
居
し
て
い

ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
も
あ
と
幾

日
も
な
く
な
り
、
町
の
各
種
事

業
も
次
々
と
完
成
し
て
い
ま
す

の
で
、
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

町
の
事
業
次
々
完
了

待
望
の
第
三
保
育
所
も
完
成

第
三
保
育
所
も
改
築

町
立
第
三
保
育
所
（
嘉
瀬
）

千
日
の
輝
か
し
い
記
録
を
こ
の

ま
ま
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、

二
千
日
、
三
千
日
と
続
く
よ
う

町
民
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
」
と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
、
吉
見
金
木
警
察
署
長
が

挨
拶
を
述
べ
、
表
彰
に
移
り
ま

し
た
。表

彰
で
は
、
知
事
表
彰
を
金

木
町
、
県
警
本
部
長
表
彰
を
金

木
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
、

金
木
町
長
表
彰
を
太
田
冊
二
氏

は
老
朽
化
の
た
め
、
か
ね
て
か

ら
改
築
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
十
月
に
工
事
が
着

工
さ
れ
、
よ
う
や
く
今
月
に
完

1F - －
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●

川
倉
小
に
給
食
施
設

五
十
三
年
度
に
喜
良
市
小
学

校
で
給
良
施
設
を
建
設
し
た
の

成
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
保
育
所
は
、
工
事
費
九

千
三
百
万
円
、
建
築
面
積
七
百

五
十
三
・
八
四
平
方
財
の
鉄
骨

造
平
屋
建
て
で
、
遊
戯
室
（
ス

テ
ー
ジ
付
き
で
床
暖
房
、
保
育

室
四
つ
、
乳
児
室
、
ほ
ふ
く
室

が
あ
る
近
代
施
設
で
、
ゼ
ロ
歳

児
、
一
歳
児
を
含
め
百
十
人
の

児
童
を
保
育
で
き
ま
す
。

完
成
す
る
ま
で
旧
蒔
田
小
学

校
々
舎
へ
福
祉
パ
ス
で
通
っ
て

い
た
だ
け
に
、
児
童
ら
は
大
喜

び
。
十
八
日
の
お
遊
戯
会
で
は

ニ
コ
ニ
コ
顔
の
児
童
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

以
下
十
六
人
・
十
七
団
体
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
媒
知
事
ほ
か
来
賓
の

祝
辞
に
続
い
て
行
わ
れ
た
決
意

表
明
で
は
、
川
倉
小
学
校
の
中

谷
光
代
さ
ん
ら
四
人
が
交
通
事

故
に
対
す
る
決
意
を
表
明
し
、

金
木
町
交
通
安
全
母
の
会
々
長

の
相
馬
京
子
さ
ん
か
ら
、
交
通

死
亡
砺
故
ゼ
ロ
二
千
川
の
目
標
樹

立
宣
言
が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち

に
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

に
続
き
、
本
年
度
は
川
倉
小
学

校
に
建
設
し
、
三
学
期
か
ら
利

用
さ
れ
、
児
童
・
父
兄
か
ら
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
建
設
費
一
千

百
七
十
五
万
円
、
設
置
費
四
百

九
十
八
万
円
で
、
百
三
十
人
を

対
象
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
道
路
整
備
、
公

園
整
備
、
農
道
整
備
な
ど
、
多

く
の
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
の
不
自
由
な
方
も

お
ふ
ろ
に
入
れ
ま
す

，
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
「
愛

は
地
球
を
救
う
」
よ
り
町
へ
寝

た
き
り
老
人
や
身
障
者
が
入
浴

で
き
る
〃
福
祉
専
用
車
（
し
あ

わ
せ
号
）
“
が
寄
贈
さ
れ
、
関
係

者
か
ら
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

1中小
噛
脚
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第
二
十
三
回

金
木
町
民
ス
キ
ー
大
会

盛
況
に
終
わ
る

学校・住宅建設などに

‐簡保の積立を還元融資
二
月
二
十
二
日
、
嘉
瀬
ス
キ

ー
場
で
第
二
十
三
回
金
木
町
民

ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

嘉
瀬
ス
キ
ー
場
は
リ
フ
ト
が

設
瞳
さ
れ
、
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー

も
楽
し
め
る
な
ど
、
西
北
一
の

ス
キ
ー
場
と
し
て
毎
年
ス
キ
ー

ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

大
会
に
は
小
・
中
学
生
と
一

般
を
合
わ
ぜ
て
三
百
人
が
出
場

し
、
勢
戦
を
展
開
し
て
い
ま
し

た
。

郵
便
局
で
は
、

地
方
公
共
団

体
の
財
政
事
怖

を
勘
案
し
、
地

域
住
民
の
福
祉

の
向
上
と
公
共

施
設
の
早
期
建

設
を
目
的
に
、

み
な
さ
ん
方
の

加
入
し
て
い
る

簡
易
保
険
の
献

立
金
の
一
部
を

公
共
施
設
の
資

金
と
し
て
還
元

融
資
し
て
い
ま
す
。

当
町
で
も
諸
施
投
の
早
期
完

成
が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
現

状
か
ら
、
こ
の
簡
保
資
金
の
融

資
を
う
け
、
数
多
く
の
建
設
事

業
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
度
に
こ
の
融

資
を
受
け
た
施
設
に
は
、
町
営

住
宅
（
二
十
戸
）
・
総
合
金
木

小
学
校
（
三
期
工
事
）
・
除
雪

機
械
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
の
融
資
で

金
木
町
立
第
三
保
育
所
が
建
設

さ
れ
、
み
な
さ
ん
に
利
川
さ
れ

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。〈

男
子
回
転
〉

▼
小
学
校
の
部
①
西
村
伸
彦

（
金
木
）
②
西
村
達
彦
同
）

③
田
中
芳
彦
（
同
）
▼
中
学

校
の
部
①
沢
川
明
伸
（
金
木
）

②
中
谷
隆
之
（
回
③
中
田
考

紀
（
同
）
▼
一
般
の
部
二

部
）
①
浅
利
寺
夫
②
小
山
内

実
章
③
秋
元
令
士
▼
同
（
二

部
）
①
飯
塚
均
②
今
清
此
呂
③

●

其
田
裕
行
▼
同
（
三
部
）
①

斉
藤
正
悦
②
松
棚
恵
秋
③
笹
昭

夫
〈
同
ジ
ャ
ン
プ
〉

▼
小
学
校
の
部
①
木
村
匡
宏

（
嘉
瀬
）
②
須
崎
秀
勝
同
）

③
大
橘
淳
哉
（
喜
良
市
）

〈
同
レ
ー
ス
〉

▼
小
学
校
の
部
①
中
谷
光
宏

（
川
倉
）
②
今
享
（
喜
良
市
）

③
石
戸
谷
恒
鋭
（
金
木
）
▼

中
学
校
の
部
①
李
和
行
（
金

木
南
）
②
大
橘
一
人
（
回
③

黒
川
隆
二
（
同
）
▼
一
般
の

部
（
一
部
）
①
神
島
敬
一
②

鎌
田
由
弘
▼
同
（
二
部
）

①
小
山
内
道
也
②
前
田
憲
吾

▼
同
（
三
部
）
①
白
川
豊
光

て
い
ま
す
。’

I

一
再

金
木
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

四
十
人
二
団
体
が
受
賞

町
で
は
、
毎
年
ス
ポ
ー
ツ
功

労
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
が
、

五
十
五
年
度
は
水
泳
・
ス
キ
ー

な
ど
に
活
躍
し
た
次
の
四
十
人

二
団
体
を
表
彰
し
、
そ
の
授
与

式
が
今
月
十
二
日
、
金
木
町
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
所
属
）
（
氏
名
）
（
種
目
）

金
中
中
谷
由
恵
子
（
水
泳
）

″
青
木
和
代
（
〃
）

〃
前
多
由
紀
子
（
〃
）

〃
前
田
美
穂
子
（
〃
）

″
花
田
潤
（
〃
）

木
高
外
崎
幸
子
（
陸
上
）

南
中
今
和
行
（
ス
キ
ー
）

〃
黒
川
隆
二
（
〃
）

②
泉
谷
哲
男

〈
同
リ
レ
ー
〉

▼
小
学
校
の
部
①
喜
良
市
Ａ

②
川
倉
Ａ
③
嘉
瀬
Ａ
▼
中
学

校
の
部
①
金
木
南
Ａ
②
金
木

南
Ｂ
▼
一
般
の
部
①
金
木

走
友
ク
ラ
ブ
②
川
倉
ク
ラ
ブ

〈
女
子
回
転
〉

▼
小
学
校
の
部
①
白
川
あ
さ

子
（
金
木
）
②
中
谷
公
美
（
同
）

③
蛯
名
佳
子
（
同
）
▼
中
学

校
の
部
①
西
村
典
由
美
（
金

●
金
中

〃多〃〃 木
）
②
斉
藤
胤
美
（
同
）
③
柳

沢
嘉
子
（
同
）
▼
一
般
の
部

二
部
）
①
小
野
窟
久
栄

▼
同
（
二
部
）
①
白
川
ケ
イ

子
②
泉
谷
千
加
子

〈
同
レ
ー
ス
〉

▼
小
学
校
の
部
①
古
川
真
由

美
（
喜
良
市
）
②
成
田
玲
（
嘉

瀬
）
③
工
藤
真
希
子
（
喜
良
市
）

小
屋
静
江
（
軸
ｌ
澗
）

角
田
登
志
子
（
ソ
フ
ト
）

田
中
理
加
子
（
〃
）

三
上
美
雪
（
〃
）

佐
野
光
子
（
〃
）

金
中
浅
利
真
紀
子
（
ソ
フ
ト
）

″
泉
谷
順
子
（
〃
）

″
中
谷
真
弓
（
〃
）

〃
野
宮
真
奈
美
（
〃
）

参
気
仙
聡
美
（
〃
）

″
中
谷
美
雪
（
〃
）

″
尾
野
由
香
子
（
〃
）

″
浅
利
夕
子
（
〃
）

″
三
潟
美
枝
子
（
〃
）

〃
大
槻
尚
美
（
〃
）

金
高
土
岐
郁
久
（
陸
上
）

″
其
田
友
巳
（
〃
）

″
白
川
る
り
子
（
〃
）

″
田
中
健
之
（
〃
）

″
境
谷
悟
（
〃
）

〃
佐
藤
寛
保
（
〃
）

″
黒
滝
一
治
（
重
量
挙
）

五
一
高
泉
谷
満
（
小
林
寺
拳
法
）

青
大
伊
藤
達
志
（
野
球
）

金
中
沢
田
明
伸
（
ス
キ
ー
）

南
中
今
俊
人
（
排
球
）

″
木
下
恭
一
（
〃
）

″
棟
方
清
文
（
〃
）

″
伊
藤
憲
昭
（
〃
）

″
小
松
弘
明
（
〃
）

〃
秋
元
春
美
（
〃
）

″
山
中
英
稔
（
〃
）

体
協
金
木
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

チ
ー
ム

商
工
会
金
木
町
商
工
会
野
球

部

一
一
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
現
在

一
ヵ
月
三
千
七
百
七
十
円
で
す

が
、
四
月
か
ら
四
千
五
百
円
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
老
齢
年
金
の
受
給

者
が
墹
え
続
け
て
い
く
の
と
、

年
金
額
が
物
価
上
昇
な
ど
に
合

わ
せ
て
、
毎
年
瑚
額
さ
れ
て
い

く
た
め
に
、
給
付
の
不
足
分
を

補
う
国
の
負
担
額
も
瑠
え
、
被

保
険
者
の
保
険
料
負
担
額
も
贈

え
て
い
く
た
め
で
す
。
国
民
年

金
で
は
、
年
金
給
付
額
の
三
分

の
一
が
国
庫
補
助
さ
れ
て
お
り
、

四
月
か
ら
四
千
五
百
円
に

年
金
の
保
険
料
が
ア
ッ
プ

勤務時間が変ります。

役場の勤務時間が4月1日から

次のようになります。

平日午前8時15分～午後4時45分

（昼休みは正午～午後1時）

土唖日午前8時15分～正午
ら
せ
・
お
し
ら
せ

加
入
期
間
短
縮
に
よ
る
特
例
加

算
部
分
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

手
厚
い
国
師
補
助
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
改
正
後

の
年
金
を
ま
か
な
う
た
め
に
必

要
な
保
険
料
は
、
八
千
円
程
度

に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
保
険

料
が
改
正
さ
れ
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
各
種
の
給
付

が
あ
り
ま
す
が
、
受
け
ら
れ
る

の
は
一
つ
で
す
。
例
え
ば
、
中

年
で
障
害
者
に
な
っ
て
障
害
年

金
を
受
け
て
い
る
主
婦
は
、
夫

が
死
亡
し
た
と
き
母
子
年
金
を

受
け
る
資
格
が
で
き
ま
す
が
、

両
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
、
。

ま
た
、
若
年
で
蛎
故
に
会
っ

て
障
害
年
金
を
受
け
て
い
た
男

性
が
六
十
五
歳
に
な
る
と
老
齢

年
金
を
受
け
る
資
格
が
で
き
ま

受
け
ら
れ
る
年
金
は
一
つ

● 、_ノ

す
が
、
こ
の
時
も
受
け
る
年
金

は
ど
ち
ら
か
の
一
つ
で
す
。
い

ず
れ
も
自
分
に
有
利
な
年
金
を

選
ん
で
、
「
国
民
年
金
受
給
選

択
申
出
番
」
に
ど
ち
ら
の
年
金

を
受
け
る
か
を
記
入
し
、
国
民

年
金
証
神
を
添
え
て
役
場
に
提

出
し
て
下
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
同
民
年
金

係
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

（
査
三
’
二
一
二
⑧
一
五
）

●
同
（
町
外
）

最
優
秀
須
藤

大
凧
賞
長
利

●
一
般
の
部
（
町
内
）

一
位
三
上
信
夫

二
位
工
藤
正
直

三
位
般
場
塚
則

●
チ
ビ
ッ
コ
の
部

一
位
今
な
お
や

二
位
平
川
さ
と
み

三
位
中
村
健
一
郎

第
一
回
金
木
町
タ
コ
あ
げ
大
会
の

入
露
者
は
次
の
と
お
り

忠義
光則

保険証の更新を行います
現在使用している国民健康保険の保険証は、

今月末に期限が切れ、使用できなくなります

ので、次のところで更新を受けて下さい。

※転入、転出，分家、その他移動のある方は、

印鑑を持参して下さい。

●
凧
絵
の
部

（
一
般
）

一
位
川
口

二
位
佐
藤

三
位
成
川

ぐ
ん
ぐ
樹
藤
田
一
義

（
チ
ビ
ッ
コ
）

一
位
斉
藤
英
紀

二
位
塚
本
か
ず
た
か

三
位
角
田
博
隆 隆

房
子

久
子

●
場所 区 域時 間ｌ

Ｉ
ｊＩ１１１ 交

通
災
害
共
済
に
加
入
し
よ
う

一
日
一
円
で

ご
家
族
の
安
心
を
〃
．

交
通
災
害
共
済
一
日
一
円
保

険
の
共
済
期
間
が
、
今
月
三
十

一
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
四
月
一
日
か
ら

の
予
約
加
入
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
継
続
す
る
方
も
新
規

加
入
す
る
方
も
、
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

掛
金
は
、
一
年
で
三
百
五
十

円
で
、
岐
商
八
十
万
円
ま
で
の

共
済
兄
舞
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
し
込
み
の
受
付
は
、
役
場

町
民
課
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
早
目
に
ど
う
ぞ
。

中柏木

勇瀬

午前8時30公から

午後3時30分まで
嘉瀬公民館今月23日旧）

喜良市生活改善
センター

喜良市

更生部落
24日㈹ 〃

蒔田･神原

沢部の1部
蒔田老人憩の家25日伽 〃

県下一斉

春の火災予防運動が

(4･10～4･16)始まります

ガスの元栓、吸殻、たき火、ごみ焼却など火
の元には十分ご注意下さい。

111:'藤枝jll倉老人憩の家26日伽 〃

午前8時30分から

午後4時まで
金木役場保険課27日勘
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交
通
瓢
故
防
止
は
み
ん
な
の

願
い
で
す
が
、
万
一
事
故
を
起

こ
し
た
り
、
被
害
者
に
な
っ
た

り
し
た
場
合
、
そ
の
解
決
方
法

や
保
険
請
求
手
続
き
な
ど
が
わ

か
ら
な
い
と
い
う
人
が
意
外
と

多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
た
め
「
青
森
自
動
車
保

交
通
事
故
相
談
に

無
料
で
応
じ
ま
す

古
代
ロ
ー
マ
や
エ
ジ
プ
ト

の
王
さ
ま
は
、
多
く
の
奴
隷

を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
石
炭

や
石
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
奴
隷
や
牛
馬
の
力

で
農
耕
や
土
木
作
業
を
し
て

い
た
の
で
す
。
家
の
な
か
の

掃
除
、
洗
た
く
、
水
く
み
な

ど
す
べ
て
人
間
の
力
で
や
り

ま
し
た
。
旅
を
す
る
に
も
歩

く
か
、
馬
を
利
用
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
石
油
や
電
力
な

目
か
穆
弓
目
し
ご

エ
串
肋
卓
Ｉ

省
エ
ネ
メ
モ
①

険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
は

被
害
者
、
加
害
者
に
関
係
な
く

ま
た
強
制
、
任
意
保
険
を
問
わ

ず
、
無
料
で
交
通
事
故
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
下
さ
い
。

あ
ま
り
面
倒
で
な
い
も
の
は

晒
話
で
も
結
榊
で
す
。

ど
が
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
今
日
で
は
、
こ
れ
ら
の

作
業
や
仕
事
が
農
業
用
や
土
木

用
の
機
械
、
ま
た
家
庭
内
で
は

電
化
製
品
が
普
及
し
、
ほ
と
ん

ど
人
力
を
必
要
と
し
な
い
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
幹

線
で
東
京
ｌ
大
阪
問
が
日
帰
り

で
往
復
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

行
動
範
囲
も
広
が
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ア
ル
ミ
、
化
学

工
業
、
自
動
車
な
ど
の
製
造
業

食
品
の
加
工
、
貯
蔵
な
ど
広
い

●

分
野
で
電
力
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。わ

が
国
の
電
力
の
供
給
力

は
約
一
億
二
千
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
（
昭
和
五
十
四
年
度
）
で

す
か
ら
一
人
当
た
り
に
す
れ

ば
ざ
っ
と
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に

な
り
ま
す
。
人
間
の
力
は
百

五
十
ワ
ッ
ト
ぐ
ら
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
一
キ
ロ

ワ
ッ
ト
は
人
間
七
人
分
に
当

た
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
親

子
四
人
の
生
活
を
み
ま
す
と
、

三
十
人
近
い
人
を
使
っ
て
い

る
よ
う
な
も
の
で
、
ま
さ
に

昔
の
王
候
貴
族
の
生
活
と
い

っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

〈
住
所
〉

青
森
市
長
島
二
丁
目
三
‐
四

ヤ
マ
ウ
ビ
ル
八
階
（
県
立
中

央
病
院
向
い
）

〈
相
談
所
〉

財
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協

会
背
森
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー

（
念
○
一
七
七
’

二
二
’
一
○
二
五
）

〈
相
談
時
間
〉

午
前
九
時
三
○
分
～

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
）
の
申
告
害
の
提
出
と

保
険
料
の
納
付
は
、
四
月
一
日

か
ら
五
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
事
業
主
の
方
は
、
お
早
目

に
済
ま
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
昭
和
五
十
五
年
度
は

昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
か
ら

労
災
保
険
率
が
引
上
げ
ら
れ
、

ま
た
、
雇
用
保
険
率
は
昭
和
五

十
六
年
度
か
ら
引
下
げ
ら
れ
ま

す
の
で
、
保
険
料
の
計
算
の
際

に
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
労
働
保
険
料
や
労
災

保
険
の
給
付
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
い
つ
で
も
遠
慮
な
く
、
青

森
労
働
基
準
局
か
所
轄
の
労
働

基
準
監
督
署
へ
お
問
合
せ
下
さ

い
。

働
き
な
が
ら
学
ぼ
う
と
い
う

人
達
に
高
校
教
育
の
機
会
を
与

午
後
四
時
三
○
分

土
曜
日
は
正
午
ま
で
（
日
曜

祭
日
は
休
み
）

労
働
保
険
の

申
告
・
納
付
は

お
早
め
に

弘
高
通
信
制
で

入
学
者
を
募
集

●
え
て
い
る
の
が
、
県
立
弘
前
高

校
の
通
信
教
育
で
す
。

同
校
通
信
制
で
は
五
十
六
年

度
の
入
学
者
を
募
集
中
で
す
。

出
願
は
四
月
七
日
ま
で
受
付
け

し
ま
す
の
で
、
学
習
方
法
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
左
記
へ
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

弘
前
市
大
字
新
寺
町
一
番
地

幼
稚
園
に
入
る
ま
で
、
あ
と

一
ヵ
月
。
胸
を
は
ず
ま
せ
て
た

の
し
み
に
し
て
い
る
子
供
も
い

れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
行
き
た
く
な

い
と
グ
ズ
っ
て
い
る
子
も
い
る

で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
子
供
の
様

子
を
み
な
が
ら
、
集
団
の
中
に

入
っ
て
大
丈
夫
か
し
ら
…
…
と
、

あ
れ
こ
れ
不
安
に
な
る
の
は
、

初
め
て
の
子
供
を
幼
稚
園
に
出

す
お
母
さ
ん
。
そ
ん
な
お
母
さ

ん
の
た
め
に
心
理
学
者
で
東
京

女
子
大
学
教
授
の
白
井
常
さ
ん

か
ら
い
く
つ
か
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

第
一
は
名
前
。
自
分
の
持
ち

も
の
、
ロ
ッ
カ
ー
、
げ
た
箱
な

ど
が
わ
か
る
よ
う
ひ
ら
が
な
の

自
分
の
名
前
だ
け
は
読
め
る
よ

う
に
。
近
所
の
看
板
の
文
字
な

ど
の
中
か
ら
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
の

幼
稚
園
に
入
る
ま
で
に

〃
よ
〃
は
こ
れ
よ
」
と
い
う
ふ
一

う
に
な
に
気
な
く
教
え
て
い
く
一

と
、
子
供
は
興
味
を
持
っ
て
案

外
早
く
覚
え
て
し
ま
う
も
の
だ

そ
う
で
す
。

第
二
に
返
事
。
自
分
の
名
前
一

を
呼
ば
れ
た
ら
「
ハ
イ
」
と
必
一

ず
返
事
が
で
き
る
よ
う
に
。
母
一

親
か
ら
呼
ば
れ
る
と
答
え
ら
れ

て
も
、
よ
そ
の
人
か
ら
声
を
か

け
ら
れ
る
と
返
事
が
で
き
な
い
一

よ
う
で
は
こ
ま
り
ま
す
。

第
三
は
ト
イ
レ
。
自
分
の
家

と
違
う
ト
イ
レ
の
た
め
に
百
貨

店
で
練
習
を
し
た
り
、
混
ん
で

い
る
時
の
た
め
早
め
に
い
つ
一

て
お
く
と
い
う
こ
と
を
覚
え
さ
一

せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

県
立
弘
前
高
等
学
校

通
信
制

（
念
○
一
七
二
’

三
二
’
九
四
二
四
）

※
希
望
す
る
科
目
だ
け
の
学
習

や
、
事
情
に
よ
り
入
学
を
た
め

ら
っ
て
い
る
方
も
御
相
談
下
さ

い
。
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【
画

翻
一
出
生

国
画面

》
（
十
一
月
分
）

》
誰
旧
》
識
一
嘩
唯
一
軒
坤
砕

り潮
三
橋
智
成
（
滴
成
）
金
木

》
｜
》
蹄
巷
李
一
峰
鄙
一
鋤
罐
州

睡
奈
良
祥
史
（
繁
成
）
〃

よ
池
田
和
広
（
裕
）
〃

蝿
其
田
美
由
紀
（
享
）
川
倉

騨
成
田
丈
（
孝
志
）
嘉
瀬

蝿
今
喜
史
（
喜
典
）
響
良
市

躍
黒
川
博
樹
（
幸
彦
）
〃

だ
山
中
冶
樹
（
満
政
）
諾
瀬

》
峠
田
雷
》
一
癖
準
一
喜
罎
市

辮
杉
山
か
お
り
（
政
寛
）
中
柏
木

蝿
一
松
尾
滴
張
（
稔
）
金
木

木
花
田
智
恵
子
（
新
一
）
嘉
瀬

圏
徳
田
美
樹
（
博
美
）
蒔
川

轆
伊
丸
岡
千
亜
希
（
豊
文
）
喜
良
市

騨
今
重
美
子
（
輝
野
）
嘉
良
市

錘
栖
酎
融
藷
一
“
訓
一
金
〃
木

葛
西
孝
允
（
久
美
）
〃

》
（
十
二
月
分
）

》
一
津
州
州
嶬
一
劃
“
一
釧
補

蝿
轄
村
諦
地
一
昨
楴
一
》
良
柿

田
中
孝
行
（
美
彰
）
金
木

今
和
美
（
信
昭
）
喜
良
市

原
田
大
嗣
（
昌
幸
）
中
柏
木

鴫
海
幸
美
（
隆
二
）
嘉
瀬

菊
地
崇
（
進
）
金
木

中
谷
宗
徳
（
明
良
）
川
倉

大
橘
恵
理
子
（
俊
永
）
金
木

内
海
清
太
郎
（
滴
久
）
嘉
瀬

背
山
志
津
子
（
淌
海
）
金
水

貝
森
明
子
二
夫
）
〃

松
木
梨
香
（
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